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農業のエネルギ ー 効率と

作物産地

◇ ◇ ◇ 

第2 部 では， エ ネルギ ー効率が異なる複数の作物産地を事例として， 各産地

におけるエ ネルキ ー効率の変化と産地の維持要因を， 現地調査から得たデ ー タ

をもとに考察する． ここで取り上け る産地は，（1) 千葉県旭市の施設 園芸（第

5章），（2)長野県菅平の露地野菜（第6章），（3)山梨県笛吹市の果樹園芸（第

7章），（4)茨城県ひたちなか市の水稲 ・ 大麦 ・ かんしょ（第8章），（5)北洵道
帯広市の小麦 ・ 豆類 ・ ばれいしょ ・ てんさい（第9章） である． こ れらは，第

1 部 で明らかになった作物生産のエ ネルギ ー効率について，すべての効率性（極
低位， 低位， 中位， 高位） と主な作物類型（ 施設作物，露地野菜，果樹， 穀類，

いも類） を網羅 できるように配慮したものである．





第5章

施設園芸
千葉県旭市における施設野菜 ー—

5.1 はじめに

5 1. 1 目的

日本においては， 1964年に制定された農業基本法の制定を背景として， 野
菜・果樹・畜産などの選択的拡大部門を中心に， 農業の機械化 ・ 施設 化が 進

行した． こ れは， 農業経営の分化， 労働力の専門化， 補助事業による負債の増

加， 化石燃料の多投入の過程てあり， 農業の工業化として捉えることができる
(Bowler, 1985). 工業化した農業を紺特するために， 農作物の産地ては， 栽培

方法と出荷に閃する新しい技術を次々と嘩入していった． 例えば ， 栽培作物の

転換（松井， 1979)， 出荷の早期化と栽培・輸送費用の切り下け （坂本，1972),

出茄方［去の改良(JI I久保，1993)， 加工部門の阻化（荒木， 1993) なとの事例か

ある． こ のように施設 化・装置化の進んた日本の園芸農業は， 労働と資本の側

面て＿十地集約的な生産形態をとり， 工業的な作物生産の典型となった（伊藤，

1993a). 

土地集約的な園芸農業は， 1960年代後半から 1970年代前半にかけて， 西南
阪地や都市近郊を中心に発展し，いくつもの大規模な産地か形成されていった．

松井(1967; 1978) によると， 園芸農業が形成された要因は， 地域的な自然条

件の活用に加えて， 高度な栽培技術の普及， 組織的な市場対応， 農業施策の活

用にある． さらに， 生産・出荷体制が確立した地域においても， 次々に新しい

技術が導人されることによって， 既存の産地が維持されている．

例えば ， 渥美半島における電照きくの産地では， 抑制品種の普及によって，

周年的な出荷か可能になった（松井，1991)． 埼王県潤巣市における鉢物栽培



98 第5章 施設固芸

では， 水稲の委託やょ）1地の貸侶による集落内分業や山上け栽培の進展なと， 股

業を支える基盤が広域化した（斎藤， 1995) さらに， ，•愛知県豊橋由では， 従

来からの信用·枯報基盤と技術基盤を活用しながら， 農家， 股業協同糾合（以

下， 殷協）などの諸要素が変化の主体となって， つま物の圧在地に転換したとい
う例もある（伊滋1993 b). 

11本の各地に施設園芸の産地か形成されてから四半Ill紀以I：が経過した現

在， それらの産地が糾持されるメカニズムを解明することは股業地理学の重尖

な課閤である． その際の視点として， 個々0)！農家の動向に仕目することが合効

である． 個々の農家の意思決定は， 農業地域全体の、性格を左石する可能性をも
ち(I!bery, 1985)， 牡に最近の商品作物のIーい笙にお いては， 農家のもつ固有の

条件が農業地域全体に影牌を及ぼすようになった（田林，I 994). 

しかし， 個々の農家が 有する労働力， 耕地， 資本などの生産活励に1関する要

素， さらに， 農業従事者によってなされる意思決定は 同 一 の生産形態に特徴
づけられる産地内においても一 様ではない（ルー ミス ・ コナ ー ， 1995)． そ の

ため， 個々の農家の動向を分析することが 必要となる． 以上のような課題をふ

まえて， 本章では， 施設 園芸に特徴づけられる千菓県旭市の作物産地がいかに

維持されてきたかを， 施設園芸の発展過程， 農業を支える地域的な晶盤， およ

び個々の農家における革新技術の導入過程に注目して解明することを目的とす

るI)

5. 1. 2 研究対象地域とエネルギー効率

研究対象地域は， 九十九里平野の北部に位置する千菓県旭市とする． 千薬県

が発行する農業基本 調査の結果概要によると， 1994年時点において， 旭市に

おける施設園芸農家数は746戸， 施設面積はl69haであり， それぞれ千葉県

内最大であった 旭市においては，1960年代中頃から暖房機を備えたビニー

ルハウスで，冬春出荷型のきゅうり（以下，きゅうり），夏秋出荷型のトマト（以

下， 夏秋トマト）， しヽちごが 栽培されるようになった これらの施設野菜に加

えて，1980年代にはミニトマトの栽培か増加し， 1990年代には花き園芸が盛

んになった

第14図は，旭市における作物の栽培面積と， 地域的な作物生産のエネルギ ー
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a.エネルギー効率
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第14図

※作物の結合タイプは土井の脩正ウィ ー バ ー 法で算定した

作物結合タイプを示す略字は次のとおリ： R水稲 ， W麦類，Pいも類 ，

l工芸作物（主にらっかせい）

旭市における作物生産のエネルギ ー 効率と作物の栽培面積の変化

資料 第8表， 第9表， 股林業センサス ，
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効 •
9界の推移を示したものである9) 1960什における作物生1Y(sの投入．j)_(出 エ ネ

ルキ ー 比は3 3てあり， エ ネルキ ー効率は高的効率に1メ分さ才しに このII午期は，

中位効率作物である水柏と麦類， および贔位作物てあるかんしょ0)」如培面積が

それぞ九 1,000 haを超えており，修止ウィ ー ハー（土による作物結合タイプもま

た， RWP（水稲・麦類・いも類） を示してし、た
1960年から 1975年にかけて， 地域1’•1りな作物什哨在のエネルギ ー 効率は， 高位

効率から極低位効率まで低下した． この時期， 水稲の牧壻印積は約l,500haで

糾待されているか， 友類とい も類の栽培訓禎はそ九それ125 haと95 haまで減
少した． また， 施設作物は， ］960年には栽培されていなかったか， ］975年に

は76haまで増加した． 作物鈷合タイプは，1980什に水砧と1．芸竹物（主にらっ

かせい） を示すRIとなった．

1980年以降， 地域的な 作物牛仕やのエ ネルキ ー 効率は， 極低什効率のままで

推移する 施設什物の血積は1980年代に増加し， 1990年代に横ばし刈こなる．

水稲の面積は紺持さ九ているか，麦煩と いも類はほとんと栽培さ九なくなった疇

作物結合タイプも, 2000年まで水賃i誓を示すRのままである．

5.2 旭市における作物生産の展開

5. 2. 1 水稲・麦類・かんしょと露地野菜

九十九里平野は， 而岸線に平行していくつかの砂埴かある． 砂址間の低地は

水田として利用され， 微高地である砂址部 には， 集落， 吠Il1， 掘下げ印， 島）：\IIな

どの土地利用か見ら九た（竹 内，1975;菊池， l982)， 低地部の水1]］は， 地下水

や巾天を利朋する天水田てあり， 用排水機能の不仙から旱魃や厄水害が頻発し
た （古川，1969)． 一方， 島畑や畑ては， 麦類とかんしょの糾み合わせが卓越

した． かんしょは澱粉加工用の品稲であり， 1960年代の前半まで， 九十九皇

平野北部 は日木屈指の澱粉産地であった， その後， 大和J恨用水と両総用水がそ

れそれ1951年と1965年に完成すると， 水稲 作の似害は減少した， さらに， ｝拠

業見本（去の施行により水Il]の見盤整備が進むと， 水栢作の機械化・省））化が進

1lした（弓i判， 1966)． 水稲作の省力化が進むと同時に， J：IIIではより労働集約

的な園芸作物の栽培か盛んになった（赤川， 1971;山野， ［983).



5.2 旭市に お け る 作物生産の展開 1 0 1  

九 1ー 九 里 平 野 の北 部 に 位附 する旭 市においては， 第 二 次 廿t 界 大戦 後 から

1960 年 代l-l·項l 頃 までは ， 食料増 産 政 策を背景 とし て， 水稲 ，麦 類 （ 大麦 と 小 麦 ） 3)
'

お よ び か ん しょの生 洋が面越 した（ 大和 ，1957). 195 0 年代 に入ると， 露地野

菜 の面禎か徐 に々拡大 した 翫 地野 菜は， 旭 市 と隣接 する 飯 岡 町 と海上 町 から

普及 し たパセ リ ， しゅ ん ぎ く ， ブ ロ ッ コ リ ーである 1960 年 代後半に なると，

諮 地野菜 かか ん し ょと麦煩 に代わ って基幹J:Iり 作物 と なっ た 洵 匝 農 業 改 良 普及

所 (1991) に よ ると， 旭 市における畑 の土嬢 は砂 地性 で あり， 通 称 「 ジ ヨ シ J

と呼 は れる この十壌 は， 存先 に 地 温 が上昇 することや ， 鉄 分を多く 含 んでい
る ため ， 高 い品 質の冬春 出 荷型の露地野菜 か栽培された ． 当 時 は， これら 作 菜

の 鼎 要 が 市場で高 ま り はじ め た時期であ り， 高値で販 売 て きた ． 例 えば， 196 1

年 におけ るパ セ リ の! O a あ たりの粗収人は約 ］0 万 円であ り，か んしょの約 5 倍 ，

大 麦 の約 8 倍であった．

5. 2 .  2 施設野菜産地 の 形 成期 ( 1 964 ~ 1 982 年）
旭 市 におい ては， 1964年か ら 1982年に かけて， 暖房機の導入に代表 される

晶新 技術の導入， 旭市農協 によ る共 同出荷 体 制の確 立 ， 農業施 策の受 け入れを

通 して， 施 設 型 の 野 菜 園 芸 産地が形成 され た． 施 設で栽培される野 菜は， きゅ

うり， 夏 秋 ト マ ト いち ごであ っに 以 丁 では， 施 設 園芸産地の形成過 程 を，

腐家 ・ 農 協 へ の1.tir] き取 り 調 査 と 文 献 に某づ い て 説明する．

( 1 ) 暖房機 の 導 入 と 施設 園 芸 農 家 の増加
旭市 においては 農業用 ビニ ー ル が開 発 されて間 も な い 1954年に， すでに

ヒ ニ ー ル を 利川 し た ト マ トの ト ン ネル栽培が導入された こ のトン ネルは， 竹

や木を支柱 とするも のであ り， 間 口 は1 .0 - l .6 m とトン ネル栽培と しては 大

型 のものであ った この初 期 の ト ン ネ ル栽培で栽培 されていた のは， 冬春 ト マ

トであった．

旭市 において は， 1958年にはじ めてビ ニ ールハ ウ ス が導入された． これは，

静 岡 型 1 ) と呼 はれ る鉄骨 支柱のビ ニ ー ルハ ウ ス であり ， それま でトン ネ ルで栽

培されていた冬 春 ト マ ト ときゅ うり に導入された． ビニ ールハ ウス を利用 する

ことで， 冬 春 ト マ トの収 穫期 はl か月 早 ま り， 5 月 から出荷 するこ と が可 能 に
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第 1 5 図 旭 市 に お け る 施設園芸農 家 数 と 施設栽培作物 面 積 の 変 化
災材 農 業 ）iし本調森お よ ひ廿Ii | lli. J異 業 改 良 俯及セ ン タ ー

なった しかし， 暖房機 を 導 人 す る以前 の ビニー Jレハ ウスでは， 杖培 に 労力か

か か る ため， ビ ニ ールハ ウス の 規模拡 大 は困 蝋であ った その理 由 は 当 時 の

無加 温 のビニ ールハ ウ スで は， 保温 のた め に ハ ウ ス内 にビニール ト ン ネルを作

り， さらに ， その上に 菰掛けを するとい うように， 手間 がかか ったた めである．
ビニ ールハ ウス に 暖 房 機が導入された の は ］ 964 年であったS) . これは重 油

使用の温風式 のもので， 旭 市農協 が販 売 したものである． 暖房 機の導 人 に より，
ビニー ル ハ ウ ス内の菰掛 け 作 業がなく なり， 温度 管 理 が容 易 に なった． その結

果 ， 収穫時期 が早 まった ばか り でなく ， 適 切な温度 管 理 が必要 な新 品 種 へ の転

換 も進 んだ 例 え ば， 冬春トマ トの主 要 品種 は福 寿 2 号 6) から高知 フ ァ ース ト

へ と変化 し， その収 穫 時期は， 5 月 上旬 収 穫 か ら2 月 上 旬 収 穫 へ と3 か 月 も 早

く なった

祈 品種 へ の転換と収 穫 の早期化 により ， 施設 園芸ぱ収益 性 の 高 い経営とし て

農 家に 認知 され ， 新しく 施 設 園 芸 を 導入する農 家が 増 加した． 第 15 図 は， 旭

市に おけ る施 設 園芸農家数と栽 培 品 目 の変化 を 示 し た ものである 1970 年 か
ら1、980 年 に かけて， 施 設 園芸の農 家数 は478 か ら73 9 に 増 加 し， 施 設作 物の
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写真 1 鉄骨 ハ ウ ス と 露地野菜 ( 1 9 9 5 年 9 月 26 日 筆者撮影 ， 千葉 県旭市）
油i)叫•J:I式の鉄骨 カ ラ ス ハ ウ ス では ， I反））．；機 に よ っ て 気温か 人 」ー

． 的 に調節 さ れ ， 冬
禾 に は き ゅ う り か ， 以手 と 秋 季 に は ト マ ト が 栽焙 さ 汎 る 施設の了廿り に 見 え る 畑
ては ， プ ロ ソ コ リ ー ， バ セ リ ， ね き な と の訊各地野菜が 枝培 さ れ て い る ．

1 03 

土戊 l音 i州れ 切よ 58 ha ／ い ら I79 ha に増加した． 1971 年 当 ll訂 ， 千菓県職員 の大摩名JJ 任
給 が 36 ,100 Iりであった か ， きゅ うり I Oa あたりの粗収 人 は約159 万 円であ り，
その年 1甘］ 1j国 は105 )J |ll を超 えに （ 向 匝 農 業改良普 及 所 ， 199 1). こ のように

閾 い収 益 を得 られ る ｝j徊設 園 芸 か 普及 する に従 って 冬 季 の農悶 期 に建設作業員

など の l�I 月 刊 、労働 に出 てし ゾこ 展 業従事者 の数 が減少 した7 )
·

さら に ， 1970 年 代 に人 る と， 施 設野 菜の晶 目 は ， 冬春 トマ トから， きゅ うり，
夏秋 ト マ ト ， いち ごと変化 した． 冬 春 トマ ト栽培ては， 連作障害 によってウイ

ルス病 が 多発 したり， 西南暖 地との舷合によって価格 が低迷 したため に， 多く

の農 家 か きゅ うりに転換した． こ の時期から， きゅ うりの後 作に夏秋 ト マ トを

柏 える というように， 施設 内での二 毛作が行 わ れ る ようになった（ 写真1). 一 方 ，

いちご 栽培は1970年代 前半から増 加している が ， こちらは 新規 にいち ご 栽培

を蝉入 し た農 家か ほ とんとであった， 当 時 ， 新品種の宝 交 早 生が 普及し， さら
I -/ ‘一 ， それを施 設で半促成栽培する 技術も確 立 された． いち こ もま た ， 高い収 益
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を も た ら す）血 設 I贔l U) {11 物 と し て 股 家 の 間 に さ オし た ．

( 2 ) 系 統 出 荷 と 栽 培 品 種 の 統 一

崩 設 竹物 の し な 出 ィ詣 先 は ， 東泉都 の 築 地や紅橋 な ど の 大 説校 な 中 央飢Jクし 市 場

で あ っ た ． 叶 I 巾 場 で は ， 農 弘物 の 大 鼠 • 安 定 ・ 均 質 な 供 給 を 洸 地 に 要 求

ず る そ 九 に 対 応 す る た め に 旭 巾 農 協 て は ， 1 965 に ト マ ト ， ! 967 年 に き ゅ

う り の 且 選 共 販 を 1)廿 始 し た 8 ) . そ れ に 1探 し て ）息 市 農 協 の 野 菜 出 伯部会 で は ， 了

策 肌 経 済 連 の 指 西 に よ り ， i 1 i ィ闘 ）］］ ［斐 ガミ -― ；レ礼 を し ， さ ら に ， 栽培 [1,＿占 種 の 統

• も 進 め た ． ま た ， 加直｝農 業 改 良 普 及冴 と 旭由農政諜 で は ， 高 い笥級 の 農 忙物

化 貨者 に 対 し て 篇1凸 種 に 凶 し た 牧培長i加 の 斡 及 活 動 をを 多 く 出 荷す る た め に ，

丈施 し た

系 統 出 術体刷 か 整備 さ 仇 る と ， ほ と ん ど の 施設 園 芸 農 家 か 農 協 の 指 定 晶 稲 だ

け を 栽培す る よ う に な っ た 例 え ば ， き ゅ う り の 品 種 は ， 1 9 70 年 か ら 1 972 年

に か け て は 夏 埼 落 （ 埼 丁 落 合 ） 3 ! 9 73 年 か ら 1 983 什 に か け て は 77 金 促

成が ,':I:\ 荷 奨励 品 種 と な っ た ． ま た ， き ゅ う り の 仕 立 て ）］ に つ い て も ， 子 づ る ・

孫 つ る の 発 生 が 良 好 な 王金促成が導入 さ れ た と [Ci) I I\『 に ， それ以罰 の つ る お ろ し

栽培 に 代 わ っ て ， 摘芯 栽培が 普 及 し た') ) こ の よ う に ， 系 統 出 1,1り の 椛l 始 に 付＇ っ て ，

農 家 間 で栽培 品 極 と 栽培肢術の均質化 が 進 行 し て い っ た （写真 2 ) .

一 方 ， い ち こ は ， 生 産 者 に よ っ て 品 質 に 差 か 出 て く る た め ， 個 選 共販 で 1,」甘財

さ れ て い た ． 主 な 出 荷 市 場 は ， 千葉県 内 の 地方i|］ 先 市場 て あ っ た ． い ち こ も ま た ，

旭 市 農 協 苺 部 会 に よ っ て 出 荷 奨励 品 種 が 定 め ら れ， 品 種 が 統 一 さ れ て い っ た ．

例 え ば， 1 970 年 頃 は ダナ ー ， 春 の 香 ， 宝 交 早 生 な ど が イ1i] 別 に 栽培 さ れ て い た か ，

1 972 年 か ら は 市 場 で の 評 判 が よ か っ た 宝 交 早 生 に 統 一 さ れ た ． い ち こ の 奮 伍

方 （L: も ま た ， ] 970 イ．”「- 代 中 頃 よ り ， 宝 交 早 生 の 半促成牧培 に 適 し た 短 日 処 埋 育

団 が 普及 し た 叫

(3 ) 施設園芸 団 地 と 産地指定

厠 設 園 芸 の 栽培 而 を 直接 的 に 袖助 す る 農 業崩 策 と し て ， 1 97 1 年 か ら 1 982 年

に か け て ）虹行 さ 九 た ）I佃設 園 芸 団 地 の 建 設 に 日且 て き る （第 1 5 表 ） ． 最 初 に 建設

さ れた 施 設 園 芸 団 池 は ， 1 97 1 年 度 に 建 設 か 始 ま っ た 施 設 園 芸 集 中 管 理 モ デル
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写真 2 農協の 出 荷場 ( 1 995 年 1 2 月 26 日 筆者撮影 ， 千 葉 県 旭 市 ）
き ゅ う り の 出 術 は 1 2 月 か ら 炉 10 )  6 )1 卜 句 ま て紋 く 選呆場て選別 さ れ た き ゅ
う り は ， 人 規模 な 中 央 ］I I りビ 市 場 へ 共 選 共 販 で 出 術 さ れ る

1i 業であ った． こ の

町場施設 1�11 以糾介 が

は ， 11 戸 の農 家 に より 糸且織 された 農事 糾合 伝 人 谷
とな り ， 12 1東 33 ,000 11廿 の鉄骨 ビニールハ ウス に

よる）血 成 1虞I �、 |』 地 が 建 設 さ れ た． 総事業費約 l 億 9 千 万 円 の う ら ， 約半額 か 国
と県 か ら の袖助 金 で あ った ． この事 業て建設 されたヒニールハウス は， サ ー モ

ス タ ッ ト に よ る 守 温管 岬や ピ 動 灌 水装岡 の設 置 など， 農 作業 の自 動 化が進 み ，
それ以 降に建 設 さ汎 るビ ニ ールハ ウス のモ デル となったI I I

·

その後 も 第二 次農業桃造 改善事 業や施 設野菜省 エ ネルギ ー モ デル団 地設 置 事
業 など の補助 事業に よって， 1 982年ま でに 7 か所 ・ 約 15 haの施設園芸団 地か

建設 さ れ た· こ れらの日 地の事業費 は約 13 億 円であ り， 最初 の事 業 と同様 に，

約平 額 か 国 と県 の罰闊 金 で あ った． 1982年時息 に お け る施設園芸団 地の面積

は， 旭 市 全 体の胞 設 面積の12 ％ に逹 した． そこで は ， 旭古 全体 の施設 園芸J農

易く の釣 8% に祖 当 す る58 戸 が， 対象作 物の きゅうりと夏秋トマトを栽培 し た

い 匂 こ枚 以 へ の補助 として， 19 75 年·度に実施された野 菜ウイル ス 対 策事 業



] 06 第 5 章 施設園芸

第 1 5 表 旭 市 に お い て 実施 さ れ た 施 設 園 芸 団 地 の 建 設 事 業

実 施 磁 業 名 対 象 作 物 事 業 実 施 主 体 構成 事 業 鼠 事 業 費 補助金 （ 万 円 ）
年度 殴家 （ 万 円 ）

（ 戸 ） 国 県

1 9 7 1  施 設 ［点l 芸 瓜 ［ 弔• I’11 モ き ゅ う り 農 '1項l合 法 人 II 欽竹 ピ ニ ー ル I \ ウ ス I ,) , 1 59 8 758 2 706 
デ ） じ 団 地設ift ' 1 ［ 業 谷町場 施設園 芸 糾 合 1 2 棟 ．l:l 0 0 0  rn '  

1 973~ 第 砂＜ ／没業構造改 西 き ゅ う り 農 ＇l [組 合 法 人 1 7  欽 件 ピ ニ ー ル ハ ウ ス 1 8 1108 9 11(）4 （） 
1 (） 74 ＂翌 ト マ ト J I・ ｝ 消'f lk ，没 園 芸 糾 合 I i 棟 ：｝（ ；  7 2 U nl 2 

l 9 7 (i 第 次 股 癸構 造 改 袴 き ゅ う り 農 ＇） 頃1 合 法 人 7 鉄竹 ピ ニ ー ル ハ ウ ス 1 0 , 99:! 5 4 9 (j ( )  
:l i 笈 鎌 数 施 、，せI� 公甜l合 7 棟 I ii :ll l m' 

1 978 第 次 1投 梨 構 必 改 況 さ ゅ う り 農 巾 糾 合 法 人 1 0  鉄竹 ガ ラ ス 札，\ 喉 , l l ,  1 (1 4 1 5 ,  5 3 2 (I 
') i 業 小 I l l 施 設 園 芸糸ll 合 I Ot東 28 .  5 .  i !） I l l i 

1 918(） 施 設野 菜 省 エ ネ ル ギ ー き ゅ う I) 耕 且 ［組 合 iL )、 6 飲i'i· プ ラ ス チ ソ ク ! G  200 7 900 707 
モ デ ル [、11地， ，Itiri ' 1 i 業 I l l rl i楊 ハ ウ ス

施設l<:il 公 組 合 {i i4; | 3 8( i (） 1 91 ? 

1 98 1  施設野 菜 省 エ ネ ル ギ ー き ゅ う り 農 'j 捻ll 合 法 人 4 鉄 •it ガ ラ ス i:,．屈 ] (J , 5 1 '1 7 . 720 I 2 2 2  
モ デ ル II［ 地， ，射i't '[ \茫 ト マ ト 両 足 洗 IJlli ,]梵 Isl 公· 糾 合 1 棟 1 2 ( 1  3 2 n l  : 

1 982 野菜指定'，.[地 邪 祉i，沢1 水 ij 1き ゅ う り 農 ’J 稔l l 合 法 ）＼ 3 ． 毀甘 ガ ラ ス 温 ‘•径 j 4 ,  84 3 4 .  94 7 l .  184 
水耕 ト マ ト 旭 北 部 ／池 成1点1 公 糾 合 :{棟 1 0 2 5 2 ,  ll ‘ 

夜 判 旭� 市 農 水 肖 諜 ．

と ， 1 9 7 7 年 に 実 施 さ 礼 た い ち ご 栽 焙 振 興 対 策 事 業 に 注 目 で き る ． こ れ ら の

業 に よ っ て ， ウ イ Iレ ス フ リ ー 苗 を 供 給 す る た め の 育 苗 施 設 が 市 内 に 2 か 所 建 設

さ れ た ま た ， 施 設 作 物 全 体 を 補 助 す る 政 策 に は ， 1 97 2 年 度 か ら 1 9 76 年 度 に

実 施 さ れ た 園 芸 用 廃 プ ラ ス チ ッ ク 適 正 処 理 対 策 が あ る こ れ は ， 使 用 期 限 が 過

ぎ た ビ ニ ー ルハ ウ ス 被覆 材 の 適 正 な 処 理 を 促 進 す る た め の 補 助 で あ る ． さ ら に ，

1 9 7 6 年 度 か ら ］ 9 7 9 年 度 に か け て は コ ン テ ナ 利 用 に よ る 大 量 輸 送 と 保 冷 輸送

を 推進 し た 野 菜 輸 送 合 理 化 推 進 事 業 も 実 施 さ れ た ． こ の よ う に ， 形 成 期 に お け

る 胞 設 園 芸 は ， 様 々 な 農 業 施 策 に 支 え ら れ て 発 展 し て い っ た ．

以 上 の よ う に ， 農 家 と 旭 市 農 協 に よ る 共 同 出 術 体 制 の 確 立 ， 行 政 に よ る 施 設

園 芸 団 地 の 建 設 な ど を 通 し て ， 施 設 作 物 の 出 荷 量 は 年 々 増 加 し て い っ た ． そ の

結 果 ， 1 9 8 1 年 に は ， き ゅ う り が 国 の 産 地 指 定 を 受 け た
は ）

産 地 指 定 に よ る ］農

家 へ の 直 接 的 な 利 益 は ， 野 菜 似 給 安 定 韮 金 制 度 に よ っ て ， 農 産 物 の 市 場価 格 か

下 落 し た と き に 価 格 袖 償 を 得 ら れ る こ と で あ る ． 産 地 に 指 定 さ れ る た め に は ，

出 術 砿 か 多 し 、 だ け で な く ， 共 選 共 販 率 を 高 く す る な ど し て 特 定 の 市 場 に 農 産

さ ら に ， 共 選 共 販 率 を 高 め る た め に は ，物 危9 安 定 し て 供 給 し な け れ ば な ら な い
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施 設 園 芸 を 導入 し た農 家 惜lで栽培 品 師 を統 一 す る 必 要 が ある だ けでな く ， 栽培

この よ う な 日 標 が 逹成 され， 地
国 によ る 産地指定 を受 け

技術 も 高 い レペルで平 準 化 さ せる 必 製 が ある

域 的 に まと ま り のあ る 計廿也 が 形 成 された ことによ り ，

た のである ．

5 .  2 .  3 施設野菜 産 地 の 安 定 期 ( 1 983 年 以 降）
第1 s I図に示 したよ う に ， 198 3 '-「以 降 に な る と， 施 設 園 芸 股 家 数は約 740 )―7 9

上 な施 設 作 物 の 枚陪 且i] 積 は約 17 0 ha で横 ば し ＼ とな るた め ，
定期 と 呼ぶ ことができ る 安 応期 に おける 主 な施成 作物は ，

施 設 園 芸 注 地 の安

｝杉）戎Hil カ ヽ ら 杖培が

続 い て い る きゅ う り ，
マ ト が ，

夏 秋 ト マ ト ， し ヽ ち ご に 加 え て， ! 985年頃 からは ミ ニ ト

1990 什直 ＇］ か らは 化 き類 などの 新 し し 、 作 物 が 増 加 した

に よ って 1982 年 に 始 ま った
旭 I卜 に おける ミ ニ ト マ トの放J胄 は ， ｝j厨設 園） 芸 農 家が ミ ニ ト マ ト ヘ転換する こ

翌年 の 1 983 年 に は旭市農 協 か 系 統出 荷 の 品 目 と

して， ミ ニ ト マ トを 販 売 す る よ う になっ た ミ ニ ト マ ト の栽 焙 面 積 は ， 1990 

年に約 20 ha まて増加した が ， そ九以 陥 ば漸 誡傾 向 となる ．

第 l 6 図 は ， 旭 市に おい て化 き類 を 栽培 する農 家の分布 を示したものである．

旭 市 に おけ る花 き類 の栽培 は， 1960 年 代 中 頃 よ り 井戸野 地区で始 まった． 当 時，

J I: ）野 地区 の 先覚者 が 切 花 用 とし てカ ー ベ ラ を 栽培 し たところ ， 東 京 の高 級飲

で敗 完できたことか ら， 集 洛 内 に 拡大し たという ．食｝ 1し て好評 となり ， し

か し ， ガ ー ベ ラ は ， 旭 市 の花 き園 芸 ては特殊 な 事例であ り ， 花 き類 の栽培面積

が 急、増 す るの は 1990 年 代に 入 ってか らのこ とで あ った ，

ここ ては， l990 1・
ト代に花 き園 芸 を 導入 した 農 家 に注 目 する

い 花 きJ農 家は ， 9

 

ーー
， ＇
 
••

 
ー・・
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これ らの 新 し

東 足 況 ， 1J且 足 洗 ， 椎． 名 内 ， 足 川 など， 旭 市の南 東部 に 集

中 してし ‘ る ． これらの 地区 は ， 面上町 との市町 界 に 接 す る旧 矢指村 の範囲 に あ

り ， 1980 年 代までは 施 設 によ る いち こ 栽 培 ときゅ うり ・夏 秋 ト マ ト の 栽培 に

特 化し てい た 地域である．
ル フ ィ ニ ウ ム ，

こ れらの地区の花 き農家が 主 に 栽培する 品 目 は ， デ

洋 ラ ンや観菓トル コ ギ キ ョ ウ ， ス タ ー チス な どの切花 のほ か，

植物 など の鉢物である 井 戸 嬰•f 地区 がガー ベ ラ の栽培 に 特 化してい るのに対 し

て， 南 東 部では 多様 な花 き 類が栽培 されてい る
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111 ― スタ ー チ ス ｀ ー ）

〇 観彰植物 r 
° 

令 ： その他の花き類

野中地区
� - ヘ

（エ咆利用調査の範囲）

0 3 1'. 9l1 
I I I I 

第 1 6 図 旭 市 に お け る 花 き 園芸 農 家 の 分 布 ( 1 993 年）
責 料 ・ 農＇李わ よ ひ旭巾農 協へ の IHI き 取 り 調介 ·

施設園芸農家 と 土地利用 一野中地区の事例一

本節 で は ， 旭市 の な か で も 施設 薗 芸農家 か 多 く 分布 し ， かつ施 設 園 芸 で栽培

さ れ る 作 物 が 多様化 し て い る 野 中 地 区 を 事 例 と し て ， iIt；1 ノ1 0) ）農業経営 を 分析す

る こ と か ら 地域 の 農業 を 支 え る 諸 要素 を 説 明 す る ． 現地謂 杏 て得 た デ ー タ は 次

の 二 つ の 図 1 こ ま と め た ． ま ず ， 第 1 7 図 は ， 野 II ―l 地 区 に お け る fltl 々 の 農家 の 労

働 力 と 耕地利 用 を 示 し た も の て あ る ． ! 995 年 II奇 点 に お い て ， 野 中 地 区 に は 3 2

戸 の 農 家 が あ り ， そ の う ち 2 1 戸 か 施 設 園 芸 農 家 で あ っ た

化 き 農 家 （ 農 家 番 号 l ~ 5 )  と 野 菜 農 家 （ 農 家 番 号 6 - 2 1  

施 設 園 芸 農 家 は ，

と に 分 け ら れ る ．

さ ら に 野 菜 農 家 は ， 野 菜 栽 培 を 絋 続 し て い る 仇 象 （農家番 □ 6 ~ l 5 ) と 一 時

的 に 花 き 園 芸 を 導 人 し た 農 家 （ 農 象 番 号 1 6 ~ 2 l )  と に 分 け ら 礼 る 、 次 に ， 4.，; 
弟

l 8 図 は ， 野 山 地 I?- に お け る 」ー 」也利 川 を 示 し た も の て あ る ， 凡例 の ド に 記 し た

数伯 は ， ［地和1 )1J こ と の と そ れ ら か ［ 地和1 )11 図 内 に 山 め る ‘[『LJ 合 で あ る l '.l ) _
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① 花き固芸股家 ② 野菜園芸挫家 （野菜函芸の継続） ③ 野菜 園 芸 挫 家 （花き園芸の 一 時的導入）
④ 施設固芸以外の農家

労働力 ● 男 （器 業 従 事 ） ▲ 女 （股業従事） 0 男 （腹外就労 ， 子供なと） △ 女 （泄外就労 ， 子供な ど）
耕 地 P 切花 b] 鉢物 回 き ゅ う リ ・ 褒秋 ト マ ト 回 いち こ 日 ミ ニ ト マ ト 巨］ その他の施設作物

□ 水 田 薗 畑 にl 不耕作地

第 1 7 図 旭市野 中 地 区 に お け る 農 家 の 労働 力 と 耕地 ( 1 995 年）
資叶 1111 き 取 り 調奔お よ びJ農家台帳．

5 .  3 .  1 2 世 代揃 っ た 農 業労働 力

施 設 園 芸 農家 に お け る 家 族 労働 力 の 人数 は ， 花 き 隈 家 と 野菜農家 と で ほ ぼ同

し で あ る ． 20 歳 か ら 59 歳 ま で の 農外就労 に 従 事 し て い な い 家族労働力 を恒常

的 な 農 業 従 事者 と す る と ， そ の 人 数 は 両類型 と も に 24 人 と な る す な わ ち ，

野 中 地 区 に お け る 施設 園 芸 農 家 の 労働 力 は ， 恒＇常的 な農業従 事者夫婦 2 人 を 基
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300 m 

( 1 0 . 1  h a .  7 .5%)  

にコ ： 商 工 業 用 地
( 3 .9 ha .  2 .9%) 

二 ： 公共 • 福 祉 用 地
( 4 .9 1m .  3 .6%) 

二 ： 寺 院 墓 地
( l .6 h a .  1 .2%) 

亡 ： 空地 ・ 荒地
( 1 0 .9 ha .  8 .2%)  

こて ： 林地
(20.7 ha .  1 5 .4%) 

* : A 股 家 （ 花 き 園 芸 ） の耕地

▲ • B 農 家 （野菜園 芸 ） の耕地

• : c 農 家 （野菜園 芸 ） の耕地

※ 凡例 の 下 の 数 字 は 各土地利用の面禎と 土 地 利 用 図 内 に 占 め る 割 合

第 1 8 図 旭 市 野 中 地 区 に お け る 土 地 利 用 ( 1 9 9 5 年 ）

資 料 現地謁 杏 (9 月 2 5 IJ , 26 l'I ) 
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本 と して， そ九に 高 齢者 あ るい は農外就％者 な ど の補助 的な 閏業従 事省 か 加 わ

りま か な わ れてい る

施設 1i応幻翡 家 のなかで， 20 歳伐 から 30 歳 伏 前 半 までの打 い男f 後縦 者が し ＼

る のは ， 化 き農 家 てI J ' , 野菜農家で5 )iである． こ 汎らの後継者 はし ヽ ず れも ，

T 染 県 農業大学校 や T 葉 県 立旭 農業高 箇 ’学校で固 芸 ］農 業 の教育 を受 け， 卒 業 後

す く に就股 した ． 彼らが枕炭 した岬 1』 は， 花 き固 芸 ま たは野 菜 園 芸が釘 きてあ

ると し ヽ うよ うに， 191 ら の園 芸J農業へ の閃 心 が 強 か った 点で 玉· 致する1 1)
.

施 設 園 芸農系 のな か には， 後 継者が就農 し なか った た めに施 設 固 芸 を 放菓 す
る仰 向 にある農 寡 もあ る （ 第 17 図 の農 家 番 号 1 1)． この農 家 は， 1993 年 まで
は し Yら ごを牧培 していた か， 農 文 従 れ名が高 齢 に なった た め ， いち こ よ りも 労

カ のか からな し ＼ しゅ ん き く を 杖培 す るよ うにな った ． ！血 贔以外 の水田 と畑 は，

近 隣 の農 家に貸 し 付 け るよ うにな った．

次 に ， 農家番号 22 から32 番 までの地設 固 芸 を 釘 っていな い農 家 の労働力に
(l- |] す る． これらの農 家 の恒 常 的な 農業従 事者 は l 戸 あた り 1. 2 人であ り， 施

成 園 芸 農家 の平数である． 農 象 番 号 22 と32 は ， 野 中 地 区 内では広 い耕地 面積

( I ha 以 上 ） を 所 介 す る 専 業 的 な 農家である それぞれの 経 営 四 容 は， プ ロ ソ
コ リ ー などの席地野 菜と水稲 作 ， お よ び畜 産である． こ れらの農 家以外 は， 自

寡 消 費 川 の＇家 庭 菜 固 と水稲 を栽培する兼業農家である

5 3 2 集 約 的 な 畑 利 用 と水稲作の継続

市例農家 が 1-iJ「 イ＿ー［す る施 設 面積 は20 ~ 50a の範旧 にあり， 類型 こ との平均 は ，

花 き ！農家が 37 a , 野 菜殷 家 か36 a である （第17 図 ） 一 方， 畑 と水田 の面積は，

農 家 に よ って差 が ある． 施設以外 の畑 の平均 は， 花き農家が 20a , 野菜農家が

13 a にすき ない こ れらの畑 は， 小規模 な家庭 菜園 か， とうもろ こ し などのさ

ほ と芳力のかからない作物であ る．

施 設 園 芸 農家では， 広 い 面積 の少Illが不耕作地と なって い る1 5 )
． 不 耕作地の平

均 面積は， 花き 農家が 3 1 a であ り， 野 菜農家 が3 4 a である． 地区 全体 の畑 の

面積は15 ha であ り ， 不 耕作地は 1 1 ha である． 施設 園芸農家が所 有 する畑 は

地 区 全 体の約 20 % であるのに 対 して， その不耕作 地は約 60 % に上る．

野 中地区では， ヒ ニ ールハ ウ ス や カ ラ ス ハ ウ ス など の園 芸施設 のほ かに， 廣
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業 資 材 間 場 も Jl、 い訓 禎 を 占 め る 業 負 材 附 場 に は II門 川 や 農 梨 が か れた

り， 暖房槻川 の燃叶タ ン ク や竹叉 小 ）幸 などか されてし ヽ る ． 筍 18 l><I の叶 聞

に よ る と， 施設 と 業 資 材濯 忙 場 の 介 計 伽 禎 は I 5 haで あ った ． 加 設 園 芸 j裳 寡 あ

た り の面 禎 に す る と， l ) i あた り 7 1 a とな る こ のことは， 厠 設 に 区 分 される

区 [lh i のうち ， 約半 分 の面禎 が 農業資材罪場 な ど に ;i:1J JI] されてし ‘ る ことをぷ す、

ほ と ん ど の）血 設 園
逐く が ］ 1 7 a, 

水棺 を

野 菜 股 家 が 90 a てある

してい る

水 栢 作 は，
水 柏 の平 均 面柏 は，

機械 化が 進 ん で し， ヽ る ことに 加

崖没 1恥1 此農琴以外 の ）闘 家廿 h111 え 什業 の共 Iい］ 化 なとぇ て

水 稲 竹に 投入 する 資 本 と労

仕1 柏機 の共 1い］ 購 人 ，

との農 什 叉 の 連携 か あ る ， 施 設 I贔I土汀農象に とっ て，

l［青 齢者や農外就労者 ても 水 扁 作 に従出 てき る1ilYJ -JJ o) 『↓ ・「リ に「／少‘ ズt < ,

諜 によ ると， 水稲竹1O a あた り の労働 II:\ I:1,.i] は約 50 I I,ヽ＼ 間 で あり ，
30 分の 1 であ っ た．

近 年 で は ， 耕地を貸 し 付 け たり ， 水 稲 0)収 役 作 業 を委託す る 施設 濯 芸 農 家が

水 ！］］ を近 隣 の罠 家に 貸 し付 け ている の は，塵 え ている

設 園 芸 農 家 で ある ． 農 家 番 号 6 と 17 で は ， 水稲 の収 秘 と脱穀作業を集 落 内 の

水稲 作農 家に 委 託 す るよ うに なった ． 斎蒻 ( 1 995) が 指摘 す るよ うに，

名Il l ―I I] を大規模 に請 け負 う農家が 出 現すれば，

を集 中 す る こ とか可能となり ，

お いては，

小さし、ため，

こ こ で ， 3 戸 の 事例 農家の所有旭 の分 布 を検 討す る．

きJ
F
ヒ
'
イ

)I且 1i噂翡 政

施 設 り1予 菜 の約

所有 地は，

分散 する ．

股 家 番 号 l6 と l8 の施

加 設園 芸農 象 は施設 固 芸 に 労働）J

産地の緋 持に 貢 献 で き る ．

施設園 芸 用 の):Ill か3 区 国 ，

しか し，

それ以外 の煩 が 1 区 画 ，

花 き 園 芸 が行わ れてい る 二 つの区 i前 は ，

野 中 地 区 に

1985年に 水田 の区圃整理 が行わ れたか ， 水 田 の区 画 は 20 - 4 0 aと

大 型機械 を効率 的に 使用する こ とは難 しいとい う課題 もあ る．

A 農家（ 花 き 園 芸 ）
水「「1 が6 区 両 に

自 宅 の周 辺 に あ る

水伯 作

0) 

（ 第 I8 

こ こで は， トル コギ キ ョ ウや デル フ ィ ニ ウ ム なと の切花 が 栽焙 される．

こ の農家 に は不」）月乍 地が なし， ヽ か，

者 が 水詰 作 と弧1 作 に 専従 しているためてある．

図 A2).

こ 九は， 胞 設 園 芸 を蒋入した初伏 の｝農業従 事

B 農家 （ 野 菜 閾 芸 ） の所有 地を見 る と， ）j年設 か4 区 両 ， それ以外 の 畑 か3 区 画 ，

愧業資材置場か 2 区 詞 水田 か 9 区皿 に分散す る．

また ， ）：Il l のうち l 区 l面 ， 水稲 のうち 3 区 両 か 不耕作地 で ある．

水I]］ のうら 2 区 画 は， 地 区

外 に あ る． 宅 地
ヵ ヽ 、ら淵れ た 地 区 束 北 郎 （ 第 18 図 C l) に は ， 施 設 園 芸 か 2 区 両 に見 ら礼 る．
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こ には， 区 11.ili整 備半 業 に『'- つ て1985 年 に建 設された鉄 骨 ハ ウ ス が ある ． 鉄骨

ハ ウ ス の 建 設 に伴 って， 地区 東 南 部 （ 第 ］8図O) C2) にある 2 1バi川の水 田 が不

耕作地 となった． この水 田 は， 地下 水 を 利 用 できる1を釘廿であり ， I O a あたり の

収 昂 は約 7 俵 (420 kg) であった． こ の水 Ill は ， 地区北部 の大利根 用 水 か ら 取

水する水「「l と 比 較 して 1 俵 ほ ど収 拭が少なか った． このよ う に ， 労働 集約 的 な

施 設 園 芸 の 拡 大 と と も に， 生産I•生の低 い水田 が 不耕作 地と なった．

同 様 に， C }農 家 （ 野 菜 園 芸 ） の所 有 耕 地は ， 施 設が 1 区 画 ， そ れ以 外 の）：IIIが
5 It 圃 ， 水 Ill か6 IK 訓 に分散 する ． 水 III の う ち 2 1区 両 は， 地区 外 にある． 宅 地

悶 辺 にあ る Ik |］］ の3 1X-． 訓 は， 近 隣 の 農 家 に貸し付 けてい る ）］1| はすべて不耕作

地である ． この 農矛でも ， 宅 地か ら 離 れた地 区 東 南 部 （ 第 18 図 C2) の4 区 画

0) 9)：Il| （ 約 50 a) を 不 耕作 地と した． これら の畑では，1985 什 煩 ま でと う も ろ こ

しを4砂 抒 し てし ヽ たか， 労働 力 の高 齢 化のた め1べ 耕 竹地に した． ま た， 宅 地周

辺 の 水 1日 を貸 し付 けるようになったの は ， 1985 年 に水 11:1 の区 画整）罪 が 完「 し，

惜 り 手 と なる 水稲 作 農家 が 現 れたためであった

5 3 3 農 業 資 材 の 更新
野 中 地区 にある I翡ば、： 施設のほ とん どか南北棟である． 南北棟の施設 は ， 畝 間

に 人 協 兄 が あ た る た め ， 紫 熱 の 面で東 西椋 よ り 有 利である 野 I
・・「 地 区 に ある施

設 は， 3 棟 の カ ラ ス ハ ウ ス以外 は， すへ てビ ニ ールハ ウ スである カ ラ ス ハ ウ

ス は， 仙l)や恨 式の鉄骨 カ ラ ス ハ ウ スであり， 鉢物 か栽培 され てし ＼ る． ビニ ール

ハ ウ ス は ， 両 尻恨 人 の欽骨 ビニ ールハ ウ ス と 丸屋根 式 の パ イ プハ ウ ス が ほ ぼ同

数 ある． 鉄 骨 ビ ニ ールハ ウ ス は， 1980 年 代中 期 以 降 に 普 及し た 比較 的 新 しし ‘
も の である． ビ ニ ールハ ウ ス の被 覆材 は， ］993年頃 から 塩 化ビニ ー ） レ 系 のも

の に 代 わ って， ス ー パ ー ソ ー ラ ー とい う商標のものが 普及し てきた． 新しい被

覆材 は ， ガ ラ ス 繊糾 質 の 素材でつ くら れており， そ の 耐用年数は上部 で5 年 ，

横部で 7 年 と なり， 塩化 ビ ニ ール よりも2 年 ほ ど長くなった．

ビ ニ ー ルハ ウ ス に隣接 する農 業資材憧 場 に は， 様々な｝農 業 資 材 が 置 かれ てい

るか ， じ なも の は， 雌肥袋 ， 雄肥 ， 重 油 タ ン ク ， 二酸化炭 素のポ ン ベ ， 灌漑用

井 戸 ， いら こ栽培用 の夜冷庫 ， 作 業小屋 などである． こ れら の隈 業資材 の 多 く

は， 旭 市農 協 と旭市内 に3 店 ある農業資材の小売 業者 から 購入されたもの であ
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る， た だ し， Jif Ill'.' は ，

す る ． iif- ） I 巳0) ）j; t |::I• じよ ，

仙 磁 ）i兄 lil'.' ， 化＇予IIじ 料 な と を混 介 して個 々 の農 家 が 調 介

近 隣 の 糸 I)at }腐ネ ， 水 柏 什農 ＇ぷ ， お よ び農 業 資 材小9]し 業 者

か ら 購人 した も の であ る ． 詞 じ 施設什物 を加靡 し てい ても ， J札肥 を配 合 す る和1

介 は農家 によ って幾 分異 な る ．
ビ ニ ー ルハ ウス 内 に成 僻 されている I厖 伍機 は ， A 重 油 を燃料 とす る i1,,t )巫LJしし ホ

イ ラ ー である 暖m機 は ， l 棟 の 施 設 に つ き 400 - 600 J半 ( 1 ,320 - 1 ,980mり

川 の サ イ ズか ］ ～ 2 台 設 置 されてい る 暖）］機 の1(111 川 年 数 は， J O - 1 5 年 であ

る 而: |I| i農 業 改 良 叶 及 セ ンタ ー の 資 判 によ る と， I O  a 夜） tこり の き ゅ う り 栽l合 に

仙 わ れる A m 油 の ！社 は， 1 99 5 イド に は 6 ,500

に減 少 した ． こ れは ，

1 984 什 には 8 ,00 0 / であ った のか ，

施 設 の 被毅材が 糾 しいも のに史 新 さ れた 糾 果 ， 保 温 効 吟<

か 上 が った ことが 投 囚 の 一 つとな ってい る

5 .4  新 し い 品 目 と 品種の導入過程

牒 業地域 における 祈 しい 技 術 の 暫 及 は， Edwa rds ( l  992 ) に よ る と，

動 向 に敏感 に反応 し た起 業 的炭象 におけ る 試作段階 を経 て， 農 業 集 洛 全 体 に拡

また， 林 ( I 994 ) は，

事例 で ， 先覚 的な農 家 における 試 作段 階 を経 て， 集 落 内 の すべての股家 に新 品

種 が普及 した過 程 を明 らか にした． こ られ の 先 行研 究 が示すよ うに， 悩l々 の 農

大 す るとい う過 程 を経 る ．

家 に革新 技術か漠入 される 過程を分析 す る こ とは ， 農業 地域全 体の変化のメ カ

先覚 的な農 家の 固 有 の条件 に注 日 すニズ ム を分析 する 鍵 にな る ． その際 には ，

市 場 の

栃木 県 におけ る女峰 の普 及の

る ことが有効で あると 考 えられる

本節 で は ， 野中 地区 における 2 ] 戸 の 施 設 園芸農 家を， （ ］ ） 花 き 園芸を導 人

し た農桑 （ 2) 野 菜 園 芸 を継続する 農 家 (3 ) 一 時的 に 花 き 園 芸 を導入した農

家 に分類して， それぞ れの農家 にお け る革新 技術の導入過程 を分析 す る ·

新 し し 、作物 （ 花 き 煩など） ，で し ヽ う袖新技り1寸 の導入 とは， 新 しい品種 ， 栽培 方

、(I、 ( t分 ，ri プ］ （去 なと ） とする ．
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( 1 ) 花 き 園 芸 の 導 入 と 経 営 基 盤 の 広域化

第 19 I又 は， 野 1l 1 J也 区 における 施 設 1哀I 芸 農 家 の栽焙 作物の裳 化を小 したもの

である 仕 き園 芸 に転換 した農 家 （ 農 函 番 妙 l ~ 5) は ， 3 J i 0) 切 花 牧培 農 ‘含く

と2 j I O) 鉢 物 栽培 此 家 と に分 けら九る こ れらは， 1980 什代 に花 き牧J:；り を

人 し た 農 家 番 砂ー 1 を除 し 、 て， 1 980 什八 後＼「 から199 0 年 伏 爪I半に か けて花 き1点1

芸に転換 し た農 家である

切 花 の収い て は， 農繁期 と なる 収 穫期が冬 手 から介 季 に か けて集 中 する． 例
え は ， 八 屯 咲 き 品 柾 の デJレ フ ィ ニウ ム の場合 ， 10 月 」 白） から l ] 月 下 介） が 足加

の II＼斯 て あ り， 12 Jj か ら ］が10) 6 月 l | ！ 句I::」:（ ま でが収 穫 0) 閏 期 とな る（ 筍 20 図 ）

こ 九ら テ ル フ ィ ニ ウ ム や ト ル コ ギ キ ョ ウ なと ， 1990 年 代 に 拡 人 した祈 しい切

花 は，杖J．召屈 には1番 柿 の 作 業 が なし ‘ · こ 九は，柾 苗 会 社 か販 9)い する ポ ン ト苗 （ 鉢

i·|Iり の 山 ） を 開む人して， それを ハ ウ ス 内に 直 定 （ 旧接定植 ） するため て ある （ 写

3 ) ． 直 心 によって， 『fi )本 の仕 立 てや 台 本 へ の接 ぎ 木 など の手 I翡1 が かかる作

なくなった． 野 中 地に の 花 き農象 て は， 切 花 のポ ッ ト苗 を， 大 手 挿 苗 会 社

から直接購人したり ， 旭山 内 の 代叫！店 を通 して購人 している·

鉢物 の出 荷 II-、'1期 も ま た， 市 場価格 が高 く なる 12 月 から翌 年 の 1 月 に集 中 ず
る． 鉢 物は白 象育笥であ り， 出 荷 までに2 ~ 3 回 の移植 が行わ九る． 鉢物栽培

で使 川 さ九るプ ラ ス チ ソ ク 鉢 やそれを載せ る台 などは， 従来の 野 菜 園 芸では使

川 さ肛 なか った 災 材である． このような 新 しい 資朽 を購人するた め に， 鉢物栽

陪農 家 て は ， 旭 市 内 にある ＝一 つの農 業 資材業者 に加え て， 千 葉市 ， 埼玉 県 ， 炊

城県 なと の10 礼以上の 資材業者 と取り 1 す るよう になった

次 に ， 花 き）農 家 の農 業 労働力を検討す る， 花 き幾家では， 施設 固芸 を1]il 始 し
た 1 代目のI農 業従事者と， 花 き園 芸 を導入した2 代目の農業従事者とが ， 異 な

る作物を栽培することがある． 例 えば ， 農 家 番 号 ］ ， 2 , 5 では， 1 代目がミニ

トマ トを栽培し， 2 伏目が花 き預 を栽培 していた， 調 査 時点では ， 農家番 号 l

と2 て は， 1 代目は施 設 園芸をや めて， 労 力 のかからない水稲 作 に 専従す るよ

う になった． さらに ， 鉢物栽培農家では， 雇 用 労働力 も使 用 するようになった．

被扉 用 者 は近隣 の兼菓農 家世梢や非農 家世 帯 からく る女性であるこ のように，

花 き農家では， 家族 労働力を 部門別 に分業するこ とで， 施 設 園芸と水稲作 の農
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O 

M 

。

. ,, 
① 花 ぎ 園 芸 膜 家 ② 野 菜 園 芸 蔑

家
（ 野 菜 園 芸の継続） ③ 野 菜 圏 芸 農 家 （ 花 き 園 芸 の一 時 的 導 入 ）

i 切 花 日 鉢物 □ き ゅ う リ ・ 襄秋 ト マ ト □ い ち こ 日 ミ ニ ト マ ト □ その他の施設作物

□ 水 稲 □ パセ リ □ ブ ロ ノ コ リ ー 薗 ほ う れ ん そ ぅ □ 豆 類 □ と う も ろ こ し 日 い ち し く 器 切 花 （ 欝 地 栽 培 ） 日 不 耕 作 地 ？ 不 明

第 1 9 図 旭 市 野 中 地 区 に お け る 施設 園 芸 農 家 の 栽 培 作 物 の 変 化

臼 fl : I姐 き 取 り 謁 査 ．

澗
5
蜀

琴
襲
函
叫

類 型 '

作 物



作 物

デ ル フ ィ ニ ウ ム
（ 八 璽 ）
（ 一 重 ）

き ゅ う リ
夏秋 ト マ ト
い ち こ｀

（ 高 冷 地 育 苗 ）

い ち ご
（ 夜 冷 育 苗 ）

ミ ニ ト マ ト

® ： 播 種 〇 ・ 接 木

第 20 図
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口 親株定植 圏 ． 定 植 △ ： 株 分 け g 育 苗 亡コ ： 収 穫

旭 市 に お け る 施設作物の栽培 暦 ( 1 995 年 ）
名i わI Iji1 き 取 り 調 否

業経営 を糾 持 してし ＼ る．

化 き1頂 の出 1,1サ カ 法に は， 市場集前 と個 人 出 伯 が ある． 市 場集荷 は， 鉢物牧培

）喪 ＇考〈 O) ：I', ｛闘 ）） 、広 てあり， 辿 に 2 ~ 3 回 施設 を訪 れる卸 光 市 場 のトラ ソ ク に 販 売

する出 術形嘔である疇 市揚集付 をするのは ， 東京都 の入 田 区 ， 足 吃 区 ， 1--［ 戸） i i

区 に ある大 ）、見模 な 在II 夫 市 揚 のほ か ， 浜松 市 ， 相役）原市 ， 仙 台 市 など遠 力 の在1J 充

巾場 も ある． 伽1 人 出 荷 は， ）よ本化） に ， 農家個 人 が 選果から出荷 までの作業 を行

うII,i ィ詞 彩 態である た だ し， 卸 光 市 場 までの輸 忍 は任意組合 1 (） ） や ， 数 人 の仲

措1で分担 する場合 も ある 個 人 出 菊 のー「 な 出 付 先 は， 大田 市場花 き部 をはじ め

とす る東 以郡 の印 央 ・ 地）直II 売 市 楊であ る． また ， 農家番 号 3 は， 切 花 の一 部

を銚 子 市 の地方仰 売市 場 まで自 ら運搬 し て販 売 している．

( 2 ) 花 き 園 芸 の 先覚 的 農 家

ここ では 先 党 的 に 花 き［面 芸 を導人した事例と して， 農家番 号 ］ と農 家番 号 2

を取 り上げ る

家 番 号 2 は，

農 家番 号 ］ は， 1982 年 に シ ク ラ メ ン の鉢物栽培を開 始し， ｝農

19 87 年 に 切 花 （ デル フ ィ ニ ウ ム ） 栽培を開 始 し た （第 19 図 ）`

こ れら2 F1 は， 鉢物 およひ ポ ソ ト苗利 用 の切 花 とい う新しい形態の花 き園 芸 を
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写 真 3 ビ ニ ー ルハ ウ ス 内 の切花栽培 ( 1 995 年 9 月 1 9 日 筆者振影 ， 千 葉 県 旭 市 ）
こ れ はし ‘ ぢ ご川 の ビニ ー ル ハ ウ ス 1)、] で枝j名 さ れ る デル フ ィ ニ ウ ム であ る ． 1 990 什
代 の 前 平 に は ， v \ ち こ栽坑農家の 間 で 切花牧培が盛 ん に な っ ／こ

りし 覚 的 に導入 した農家である （写真 4).
農 家番 号 l の所有 耕 地は， 施設 か46 a, 水川 が l80 a ,  j、、I ll か55 aである ． 農

業 労働 力 は， 6 0 歳代 の世 開 ］． 夫 婦 と3 0 歳 代の後継 者夫婦 ， および通 年で扉 J1]

している 3 人 のパ ー ト である ． この農家における 施設 作物の変化に；／中 日 する と，

施設面芸 1 代 目 の農業従事者（ 世 栴 主） は，197 2年に冬 春 ト マトの牧焙 を はじ め ，

1974年にいちご 栽培に転換 した． その男 子 後継者 か， 198 2年に県 勺 旭 典 業 高

校 を 卒業 する と， 野 菜 園 芸用施設の一部 を 使用して， 鉢物と観葉植 物の枚壻 を

試験的には し め た． l fし 日 の農 業従 事 者は，l985年にミニ トマ ト 栽培に転換 し，

さ らに， [99 0 年 か らは施 設 固 芸 を や め て， 水 稲 ととうも ろ こ しの栽坑 に従事

す る ように なった，

この花 き農家 の後耀 者 か 花 き園芸を は じ め た理 山 は， 「 花 き園 芸 はイ メ ー シ

が よい」 ， 「十 分な収 入 が あけられ る 」 ， 「 労働 か き つく ない」 など複数ある が ，

［ 大 きなJ叶1 由 は 「 花 が如＇ きである 」 とし ヽ う本人 の興 味による も て あった． 鉢
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写真 4 ガ ラ ス ハ ウ ス 内 の 鉢物栽培 ( 1 9 95 年 6 月 28 日 筆者撮影 ， 千 葉 県 旭 市 ）
こ の 農 豪 は 1 982 り に シ ク ラ メ ン の 栽培 を 始 め た 地 区 化］ て は 先 誌 的 な 花 き 1以I 芸
農琢 て あ る 1 990 {「代 に は ， こ の J災家 の 取 り な し に よ っ て し ヽ ち ごか ら 鉢物 へ転換
し た 農家 が あ っ ／こ

物枚陪 を1甘•1 始す るにあたって後継者 は， 独学 による試行錯瞑 に 加え て， 千葉 県

香 敗 けII に 本部 のある鉢 花 4庁者連絡公議 1 7 ) より， 鉢 物の栽培方法 ， 資 材 の購入

先 ， 市楊仄荷 などの出 荷方 法 に関 する 情 報 を人手 した．
この 農家 の 鉢 物 栽 培 の成功 は， 地区 防」 の野 菜 農 家（ 殷 家番 号 4) が 鉢 物 に転

換 する契機に なっ た． 農 家 番 号 4 で は， 農 業従事者 が 1 人 しかしヽ なかったため，

農 作業 0) 軽 減 と， 企 業(1りな展 業 経 言 を心 向 して ， 199 1 年 にいら ご から鉢 物に

転換 し た． この農家が鉢 物を導入 するにあたっては， 集 落 内の先 覚 者 で ある農

家 番 号 ］ より， 栽培技術， 資 材 の！構入先 ， 出荷方法 などに関 する情 報 を入手 し
た， 特 に市 場 集荷 に際 しては， 農家番 号 ］ からの紹 介 が大きかった．

次 に ， 農 家番 号 2 の所 有耕 地は， 施設 が4 3a , 水田が120 a, 丈日 が 60a（ 不 耕 作 地）

で ある． 農 業労働 力 は， 50 歳 代 の世料 主夫婦 と， 20 歳 代 の後祉者夫婦 で ある
こ の農 家 におけ る施 設作 物の変化を見ると， 施設 園 芸 を導入した l 伐目の殷 業

従事者 ( tlJ渭い し ） は ， 19 74 年 に き ゅ うりと メ ロ ン 栽培を開 始 し， l9 86年に ミ
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ニ ト マ ト に 転換 しに ． リj -f 後継各 は， 翡し 立 ｝也乳 業 高 校 を卒 業 した後 ， 1 98 7 年

に切 花栽培を導人 した 1 代 1」 の J農 業 従 巾 者 は， 1 994 年 か ら後綱者の切 花 栽培

を手仏 っ た り ， 水 稲 イ乍 に従 出 する よ う に な った
こ の 農 家の後継者 は， 股 業 経 ＇謡 を継 し 、でか ら旭 市 農 協の 占 年会 に人 会 した ．

そこで， 花 き1点l 芸 に転換 した りし党 的 な生扉者 と ：且 会 っ たことか ら ， 化 き1ら『l 羞 を

は じ め る 決 心 をした ． こ の 農 象 の 後継 者 は， 切 花 の 栽 始 を はじ め る に1腔 して，

柿 伯 会 社 ， 資材業者 ， 卸 売 rh 椒 か らl青報を人下 した ．

この農家ではポ ノ ト苗 を， 柾苗 会社． 大 手 の サ カ タ ， ミ ヨ シ ， 第 - I翡l 芸 をはじ

め と して ， 花 きl索I此 へ 新 規 参 入 した JT や ， オ ラ ン ダの種 印 公 礼 か ら 直接！l蒻人

して し 、 る た だ し， ミ ヨ シ と 第 1叫 芸 の ポ ッ トh’i に つし ‘ ては， 市 内で花 き農 ’琴

が 増 加 した 199 2 ;,ト 煩 よ り ， 「Ii i村 の J拠 業 資 材 業 者を辿 して 購 人 する よ うにな っ

に ：Ii 荷 先 の仰 先 市 場 は， 切 花 栽培 を導入した最初の数年間 は， 束京都渋谷 区
Il[ Il] 谷 区 日 野 市の地方 仰 売 市 場であ った． 1 993 年 か ら は， より高 額で販 元

できる と い う則 由 か ら ， 大 山 市場花 き部 をt な取 引 市 場 と した ． 現在 ， こ の後

継 者 が 栽培 している花 き類 は， デJレ フ ィ ニ ウ ム を 中 心 と して， ス タ ー チ ス ， ク

ロ リ オ サ など多品 目 か ある ． さらに同 じ デル フ ィ ニ ウ ムでも， 八 重 の ク リ ア ス

プ リ ン グスや一 重 の ベ ラ ト ンナ など ， 多様 な品 種を栽培 ・ 試什 している ．

5 4. 2 野菜 圏 芸 を 継続 す る 農 家

(1 ) 品 種 と 栽培 技 術 の 転換
野 菜農家 の 多く は， 施設 園芸産地の 形成期 に 導入 した施 設野 菜の 栽焙 を 紗 け

てい るが ， そ の 品種 は安 定 期 においても次々と新 しい ものが舜人さ れ て きた ．
第 2 1 図 は， 野中地区 における 施 設野 菜の 栽培 品 柾 の変 化 をホ した も のである ．

例 え ば ， きゅ うりの 主 製 品 種は「 金 促成 か ら シ ャ ー プ l に， ト マ トの ，＇叫 柿 は『サ

屯 から 桃太郎 に変 化 した ． 同 様 に， いち こ
｀
の品 種 も また ， 宝 交 早 生 から 女 峰 と

変 化 した こ れら の 品 稲 は， 従 東 品 よ り も 収 量 は減少 するも の の， 9.品 質 が よい

とl, ＼ わ れるシ ャ ープ l や ， 甘味 は洛ちるが 果 I刻 か叩 く て1] もちが す る 女峰 など，

1廿場 の 需 要 に適 した ものであ った

こ れら の新 しい 品種の導人 に伴 っ て， 栽培 ）プ 法 もまた 新 しい技術が 碑入 され

た ． 例 えば， きゅ うり の什立 て方 の 場合 ， シ ャ ー プ 1 の蒋入 と同 時 に ， そ れま
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ャ ー フ 1
漏 ： シ ャ ー プ 1 （ フ ル ー ム レ ス 台 木 ） 口 き ゅ う リ 以 外
b ト マ ト
`65年 1 970
番号

（） 

: I □三］／

C. い ち こ·.

□ 春 の 香 □ ダ ナ ー ロ ． 宝 交 早 生 稔 ： 麗 紅 函 宝 交早 生 ＋ 麗 紅
圏 女 峰 溢 女 峰 ＋ あ か ね っ 娘 鬼 怒 甘 な ど □ ． い ち こ 以 外 ？ 不 明

第 2 1 図 旭市野 中 地 区 に お け る 施設野菜の 品種転換
炉ょ 4| ． |｝ 廿 き 取 り 凋 介

での摘芯 栽培 に 伐わ って 「 摘 芯 枚 J音 ート 放任 枝 」 1 8 ) という技術 が 舜人された． さ

らに近年では，台木かク ロ ダネ カ ボ チ ャ か らブJレ ー ム レ ス 1 9) に代わ ると同 時に ，

かつて累 い ほ き ゅうり に 使用さ れたつるおろ し栽培が再 び用い られるように

なった． このような新 しい 栽培技術の導入に伴 って， 施設 野菜の種苗 にかかる

費J]］ は年々 増加 し てい る． 両 匝 農業改良普 及セ ン タ ー によ札 は ， l O a あたりの

き ゅ うり栽培に かかる 種 苗 費 は， 1984年に は2 万 7 千円 であったのが， 199 5

年 には5 万 9 T干］ に増加した． 同時 に， 種 苗 費 が 生産費 全 体に占 める割合 も，

1 % から5 % へ と上昇 し た．
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し 、 ーら こ枚l名 も ま た ， 研 し し 、 合 州 ）j IL、 か 次 々 と 舜 人 さ れ て き た 筍 22 図 は し ＼

ち ご の 合 1'i'i )」 Iム の 変 化 を ぷ し た も の で あ る か ， 1 9 80 什 1' い1l tl] ま て は ， ほ と ん

ど の し ヽ ち こ 牧 J:1_』{ J災
＇
考く か 知 II 処即 育 1店 を 採 i l l し て し 、 た そ の 後 ， 1 983 イ 「 に は 6

戸 の 農 家 か 砂 冷 地 育 伍 aI
ー
｝ ） を ・舜 人 し ， さ ら に ， 1 9 8 8 什 に は 仮 冷 合 丘＇戸 か 最 初 に

涌 人 さ れ た ． 佼 冷 台 ］『 は ， 1 995 什に は さ ら に 8 戸 の l， ヽ ち こ ］如名 殷 家 か 導 人 し

て お り ， 現在 の i 裳 な 合 I'五 方 ·I上 に な っ た （ ＇り真 5 , 万真 6) I\
―
,’i 冷 地 合 伯 て は ，

II }兄者 ［刊 坊 が 1-I 氾ii の 戦場 ヶ りれ ま で い を 迎 ば な け れ は な ら な I; ヽ た め ， 2 ト ン れ'.

度 の ト ラ ッ ク を ）l l 認す る 必要 が あ る ま た ， 夜 冷 伯 川 に使川 さ 礼 る 夜 冷 l車 の イ仙

格 は ， 糾 ，li で約 300 )J円 ， 山 古 て も 的 1 00 ,｝」ド］ と 記，i 価 て あ る ． そ の た め ， 佼 冷

育 伍 0) 沖 人 11 !1期 に は J良
＇
名く に よ っ て ん が あ っ た ．

次 に ， 施 設 野 菜 の 牧培· 屈 を 見 る と ， 化 き 園 芸 と 比 餃 し て り！［ 菜 園 芸 の J農 作 業 は

周 年的 に 配 分 さ れ て し ＼ る （ 第 20 図 ） き ゅ う り 牧塙 で は ， き ゅ う り の 収 穫 期 か

1 2 月 ［ 旬 か ら 翌 年 の 6 月 下 旬 ま で続 き ， そ の 後 に 臭 秋 ト マ ト の 収 穫 か 7 月
―

lご

旬 か ら 9 月 卜 旬 ま で 続 く ． ー ）］ ， い ち こ紋 陪 て は ， 7 月 J::. 11] か ら 9 月 中 句 に ，

株 分 げ ， 育 出 ， 定i直 な ど の 農 作 業 が あ る ． し ＼ ち ご の 収 穫 期 は ， 1 1 J-J Iヽ句 か ら

1 2 月 l 句 に 始 ま り ， ；翌 年 の 5 月
―

卜 旬 か ら 6 月 7ヽ旬 に 終 わ る ． こ の よ う な 因 年

的 な 農作 業 を こ な す た め に ， 野菜農 家 で は ， 家放労働 力 を （否 ）廿 し て い る ．

野菜農家 の 家 族 労 働 力 を 見 る と ， 3 5 - 5 9 歳 の 農 業 従 事者 大 婦 と 60 歳 以 l-.

の 高齢者夫婦 と い う よ う に ， 2 |止 代 以 上 揃 う こ と が 多 い し か し ， す へ て の 家

芯 ： 高 冷 地 育 苗

□ そ の 他 の 育 苗 方 法

第 22 図 旭市野 中 地 区 に お け る い ち ごの育苗方法 の 変 化
負 オI • 11\! き 取 り 調 査
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写真 5 い ち ごの株分 け 作 業 ( 1 9 9 5 年 7 月 1 2 日 筆者撮影 ， 千 葉 県旭市）
ビ ニ ー ルハ ウ ス に 隣扱 す る 伍 床 で株 分 げ さ れ た し ＼ら ご凸 は ， 戦揚 ヶ 原 に て 山 1＿ け

肯 介『 さ れ た 後 ， 9 ） 1 中 旬 頃 か ら 応柑＇［ さ 九 る

放 労働 ）」 が ［ に施設 園 芸 に従事 してい る ことは， 花 き）拠 家と異 なる，点である．

例 え は ， ｝血設 園 芸 をは じ めた ］ 代目と その後継 者が同 じ施設 野菜牧培に従事 し

ているこ とや， 収 槌 期 にお い ては， 農外就 労 者や高齢者 など の柿助 的な家族 労

働 力 もまた ， 収 穫 物 の箱 品 めやパ ッ ク 詰 め作業を手伝 うこ となどである 粕 に

いち こ栽 培では， 収 穫 とパ ン ク 詰 め什 業に 凱練 を疫するこ と， また， きゅ うり

栽 培 ては， 冬でも温度 30 ℃ ・ 湿 度 80 % 以卜 とい う厳 しい 労働環 境 な ど が ， 労

働 力 の 雇 川 を 難 しく してし ヽ る22 )

農 簗 資 材 の費用は， 毎年 のように高騰 してい る 例 えは， 約 40 aの施 設で きゅ

うり と夏秋 トマ トを栽培する 農 家番 号 6 では， 化学肥祠のトミ ー ｛夜肥 や， 農薬
のD寸） を毎年購入してい るが ， ］ シ ー ズ ン の き ゅ うり 栽培にか か る堆肥 と農

薬 代は， それぞ れ約 2 5 万 円であった． 海 匝 農業改 良 普 及セ ン タ ー によ礼 ば， きゅ

うり 栽 培 l Oaあた り の生産 費 （ 資 材費 と出荷 経 費 ） は， 1984 年 度の28 1 万 円

から， 1993年度の395 万 ［月 に増 えてい る ． 特 に肥料 と農薬の価格上昇 が 著 しく ，

1995年度 にお け る I O aあた りのきゅうり栽培 にかか る雄肥 代は2 0 万 円 ， 農薬
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写真 6 い ち ごの 夜 冷 庫 ( 1 995 年 9 月 1 9 日 筆者撮影 ， 千 葉 県旭市）
近 凰 0) し ヽ ち こ 伯 は ， ィ友 間 に な る と 奥 に あ る 役 冷1小 に 人れ ら れ る 冷！刀 装 間 を Viii え
た 役 冷I1じ ては ， 仮 間 温度 を 約 l b℃ に 保 つ こ と に よ っ て ， い ち ご0) 化 牙 分 化 を促』
する

代 は I I 万 円 で あ り ， 1984 年度 よ り も， それぞ れ 1 2 万 円 と7 万 円 も増加 した．

施 設 で 栽培される野 菜のほ とんと が， 旭 市 農 協 0) 系 統出荷 で販 売 さ れる． 旭

田 において は， 1994 年に大 規椋 な農 協集出荷施設 が完成 し， 一 元 集 出 荷 体制

が確 立 した． こ の集 出荷場 の建設事業 に おい ては， 旭 市 隈 協 か事業主体となっ

て， 総 工 費約20 億 円 のうち ， 国 廊補助 金 か ら 7 億 2 千 万 1- ll ， 県 の袖 助 金 か ら

1 億 円 ， 市 の補助金 か ら 2 億 4 千万 円 が 負 担 された23 ) ． 新 しい集出荷場 の放地

血 偵 は 1 万 4 千 n召 と広 く ， 大 ）［＇） の選別機 ， 箱 詰 めロ ポ ッ ト ， 自 動 荷 造 り 機 な

どによ り 集 出 術 の自 動 化が 進 み ， 農 家は 出俯 の労力 を軽 戚 することか で るよ う
になった

野菜 煩 の 廿： 岡 外 は， 安定期 におし， ヽ ても 人 きな変 化は 見 ら れな し ＼ ． 旭,l'i 農 協 に

よ れは， 1 994 叩l占点の施 設 野 菜 の 出荷 先 は， 北洵 道 ， 東 北 ， 閉 東 地方の2 4 の地方・

中 央 釘） 売 市 楊 で あった ． 共選共販で出 荷 さ れ るのはきゅ うり ， 夏秋 トマ ト ， ミ

ニ ト マ トで ある． 主 な出 荷 先 は， 築 地， 大 1「I, 板橋 ， 北 足 立 などの東京都 の大
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規模 な叩 央 卸 光 市 場であ り， 令体の6 ~ 8 割 を占 め る それに対 して， いち こ
‘

は似 選 共販 で 出 仙 さ れ， 千錐 県 内にあ る六 つの地）雌II 売 市 場でほ ぼすべてが 販
先 さ れる．

(2) 新 品 種導入 の 先 覚 的 農 家
きゅ うりや 臭秋 ト マ ト など， 系 統 出 荷 される野菜煩 の品 種 は， I拠 家によ って

導人間期 に大 きな 焙 はな い したが って， こ こ では角年新 しい品 種 を試作 して

い る農家番 号 6 を先 党 的 な例 として取 り 十 げ る ． 農家番 号 6 の所有耕地 は， 施
成 か 36 a , 水田 か 130a , 少|II( とうも ろ こ し） か30a であ る． 農 業 労働 力 は， 50

救 代 の 世 楷 ·-ド 大 郷 と， 20 歳 代 の 後継 者 夫 婦であ る． 施 設 園 芸 l 代 目 の｝醤業従

事 者 (Ill牙杓 主 ） は， I970 年 にきゅ うりの栽培 を導人し， 1976 年 か ら きゅ うり

と夏 秋 ト マ ト を組み合 わせ るようになった．

こ の農家 の後継者 は， 毎年 2 ~ 3 種類 の新 しい品 種 を試験 的に栽培している．

彼 は， 新 しい 品種 の種子 を複数 の種出 会 社 から 直接購入 している． 彼 が意欲的

に新 し い 品 種 の栽培に 取 り 組んでいるこ と か ら ， 旭市）農 協ではこ の隈 家 に新 品

柿 の試作 を依 頼 す るよ うになった そのような新品種 の一 つ か， 旭市膜 協 出 術

部 会 の出荷奨励 品種 として指 定されれば， それか旭市 全体 の野菜 農家に普 及す

ることになる．

こ の農 家 の 後継 者 は 東金 市にある千 葉 県 農業大 学 校 を卒 業した 後 ， I99 1 

年に就殷 した 最 初 は， 両親 と飼 じ き ゅ うり と夏秋 ト マ ト の栽屠 に従事 した．

その後， 農業大 学校で学んた施設 野菜 の栽培技術を活 か して， 様々な 品 種 を試

作す るようにな った

(3) 一 時 的 に 切 花 を 導 入 し た 農 家
ここで， 一 時的に花 き園芸を導入 した 6 戸 の農 家の動 向 に注目す る （第 19

図 農 家 番 号 16 - 2 1 ) . こ れら の農家は， き ゅうり と夏秋 ト マ トを栽培する

農 家番 号 ］6 を除 いて， いず れもいち こ を 栽培している． 農家番 号 16 は， 1983

年から 1990 年 にかけ て， 施設面積 の釣 7 分の1 を割 り 当 てて， ス ト レ チ ア を

栽培 してい た こ の農家では， 施設 野菜 の収入を補助 す る作物として一 時 的に
切 花 を導人 した ．
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）j , 農 ＇考く 番 り 1 7 - 2 1 では ， 1 990 年 伏 の 初 豆月 に ト ル コ ギ キ ョ ウ や ス ナ ッ

プ な と の 新 しい 切 花 を導 人 した． これら の 農永 か ， 切 花 を 心 人 した即 山 は ， 叫

竹附‘』 に よ っ て， いち こ
、
0) 仄拍創 が流釘 した こ と ， お よ ひ ‘ ' i I II）の切 花 の 販 完 仙

格 が 閏 か っ た こ とに あ っ た． 切 化 は甘i i}、］ の 負 材 業 者 か らポ ヽノ |‘ | '打 を！構人す るこ

と て 1 ~ 2 か）1 で収 穫できる ため， いち こ信 が炭州病で釘戚 して か らても切 化

の 導 人 は可能であ っ た． また， 199 1 什�唄 0) 切 花 の 祖収 人 は， ）血 設 I Jf (3 3 m2 ) 

あ た り 約 1 )」 1リ であり ， 同 じ 血 禎 て牧壻 さ九るいち ご の 祖 収 人 と ほ ぼ 同 じで

あっ た． これらの いち —

五 隣 0) 先賃 的 な切

した ．

は ，牧培 肢術や 出 付 方 法などに1閃l す る情 報 を，

らでは なく ， 旭 市股 協 や農 笈 資材叉 者 か ら人 丁—

これらの いち こ牧培農 家 か， 切 花牧培 を数年 てや め た理 1 11 は， 切 花 の 販 売 価

格 か 下 がっ た こと， J崩肥 な との 栽培 ）） （去 に慣 れず ， 高 晶 質 の 切 花 を生洋できな

かっ たこと ， 新 しいいお こ＼\'i を札髯 人 す るこ とで炭虹砧 をll方げ たこ と にあ る． ま

た， これら 一 Il -i]的 に切 花 を舜 人 した農象 の 出 伯 彩 態 は， ISi ら市 場 を11廿 払せず ，

最初 か ら旭市農 協 の 位 選 共販で販 売 した． こ れらの農 家は， 旭市披 協 との つ な

かりを直視 しており ， 切 花 の 経営が うまく いか なし ＼ 場含 には ， 直 ち にいち こ 栽
培 に戻 るこ とが可能な選択 をした．

5 . 5  第 5 章 の ま と め

本章では， 最 も エネ ル ギ ー効率が低い施設 園 芸 の性地の 事 例と して， 千 葉 県

旭市を取 り上げた 旭市ては 第 二 次 世 界 大 戦 後， 水稲 ・ 麦煩 ・ かん しょの 牧

培 か盛 んになっ たが， 経 済 の 高度成長期 に入 ると， 野 菜類の 栽培 が 拡 大した，

野 菜 jり は当 初 は露地で栽培されていたが， 古湯1'illi格 の 高 い冬 季 に出荷す るため

に， ビ ニ ールハ ウ ス を利 用 した施 設固芸が 徐々にl,1、［1， )J |l した． 本章ては， 千 葉県

旭 巾 に おける作物 生産 かい かに社jj古 されてきたか ， その メ カ ニズ ム を悩々の 農

家における晶新j支術の 導人迦程に注目して解 明 し た． また， 1産 地の変化 に 伴 う

エネルギ ー効率 の 低卜- の 実態 を不 した． 結果の 概 要は，以下の よ うにまと める

こと ができる．

( 1) 旭 由 におげ る作物 生産の エ ネルキ ー 効 率は ， 水花 ・ 麦 類· か んしょの 栽
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培 に特徴 つ け られる 1960 年代 に は， 高 位効率にド 分 さ れて いた． l960 1.-「 代と

1970 1［代を 辿 して ， 施 設 作物 の面禎 が増 加 し， か ん しょ と麦 類 の面 積 か 誡少

した それ に伴 って， 地域 的 な 竹物 生所 のエ ネ ルギ ー 効率は 極低位効率 ま で大

II11,11 に低 下 した． 19 80年代 後 半 以 降 もエ ネ ルキ ー 効率は極 低 位 効 率のままで柑

移 して い る
(2) 旭 市 にお け る 施 設 園 芸 の 発 屎 過 程 は， 1964年に ビ ニ ールハ ウ ス に暖 尻

機が‘ 舜 人 さ れて か ら ， 19 82 年 に施設 園 芸 同 地が建 設 さ れる ま でを ， 産 地 の形

成期 とh{f． 定でき る， 形成期 におし ヽ ては， 革新技術の導入 ， 共 同 出 愉 体制 の確 宣 ，

｝農業政第 の受 け人れ を 迎 して ， 施設型 の野菜産 地が形成 さ れた ． 19 83 年 以 降 は，

股 ‘永 放 と而積 か 定 常 的な 状 態 に な る こ とか ら ， 施 設 園 芸 Pや 地 の安 定 期 と い う こ

とができ る 安 定 期 におし ‘ ては， 198 5 年 頃 か ら ミ ニ ト マ ト ， 1990年頃 から は

切 花 な と の新 し\,, ‘ 作物か栽培 さ れる よ うにな った．

(3) 安 定期 におし ＼ て 花 き園 芸 に転換した一部 の農 家では， ポ ッ ト 苗 や 資 材 を

股介業や 資材 業者 から購入 したり ， 花 き煩 を 個 人 出 荷 するなどして， 他 地域 の

生 産 者 ， 農企 業 ， 資材 業者 ， 卸 売 市場 と の個 人 的な 関係 を強 く し た 一方， 施

設野 菜の栽培 を継続 する 多 くの野 菜農家でも， 新 しい品 種や栽培 技術を 次 々 と

遵人 する よう に な った ま た，農 協 によ る 大 規模 な出荷施設 の建設 など， 政 策

の仙助 によ って出 荷 体制 も 拡充 さ れ た，

( 4) 安 定 期 に おいて新 しい畠狐や 技術 を 先 覚 的に導入 し たのは， 施 設 園芸2

伏 日 の男 —了 後継者であ った． 彼 ら は， 旭市外 部 の先 覚 的な 生産者 グルー プ ， 種
苗 会 礼 ， 卸 光 市場 など， 広 域Iilり な範即 か ら情 報 を 収 集 して い る こ のよ う な地

域 リ ー ダ ー が 革新的 な技術 を 絶 え間 なく 導 人 するこ とによって， 園 芸農 業の産

地か糾特さ れて きた． また ， 今 後の産地絆持 の課阻 として ， 老朽化 し た施 設の

更 新， 切花 の価格変動 へ の対 策， 農 業従事者 の高齢 化に対応した新 し い技術の

導入 が必 要である と考 えられる ．
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注

1 ) 現 地 調 介 は 1 995 1,1 9 (}） 3 ~ 1 2 月 に 実施 し た ． そ の 1狡 ， 施 設 1ふI ;
＇
、 農求 を は じ め と し て ， r· 

染 県 農 林 部 14砂、 19見， 関 東 ／裳 政 1, ,｝ 千 染 統 ，； 1 ，帖 孤l噂賃 ， 旭 巾 役所農 水 1)'(, 謀 ， 面 l叫農 業 改 良

竹 及 セ ン タ ー ， 旭 I I i ／農業 協 詞 糾 合 へ の 間 き 取 り 1；1乱 杏 ， お よ び賊観観狡 と 1 ．地 利 ）II 晶 杏 を

爪 悦 し た ，

2 ) 竹物 1 1 :1)＇［ の 投 人 ・ i)f： 出 エ ネ ル ギ ー 比 の テ ー タ は ， 1 960 iiに つ し ‘ て は 1 970 ｛卜 の 岱 ‘IL1IIり を

i史 1『 的 に 適 川 し た よ 煩 に は ， 1外五 と そ の 他 の 雑穀 を 含 め た 1 970 什代 に 広 し 叫 積 を 占

め た 1 公 什物 は ， ら っ かせ し 、 で あ る し か し ， 農 林 業 セ ン サ ス に は ら っ かせ し 、 (}) | (I I｛り は

叫 抽 さ れ て し 、 な し 、 た め ， エ ネ ル ギ ー 幼 年 の 'ii iし か ら 除 外 し た た た し ， I. 芸 作物 が 小 町

4 I の 4J1地 I (I l積 に ， I ; め る
‘
'り1 介 は 人 き ＼， ヽ こ と が あ る た め ， 修 止 ウ ィ ー ハ ー 'IL の 分 析 に は ［． 芸

竹物 を 含 め る こ と に し た

3 ) 農 林 文 セ ン サ ス に よ る と ， 1 960 1,ト の 旭 i i, に お け る よ 粕 の 収 訊 は ， 人 麦 が 6,028 kg で あ り ，

小 友 が 5,372 kg で あ っ た ま た ， 1 950 年 に お し ＼ て は ， 旭 市域 (}) I Ill j 4 j:,j （旭 Ill「 , 1,'1 i1li村 ，

矢指村 ， 共 和 村 ， 既 )1111、1) を 介 :, I し て ， 大 女 が 4、7 1 5 kg , 小 友 か 4,700 kg で あ っ た

4) 静 岡 叩l ハ ウ ス は ， ｛I作 1出I 型 ハ ウ ス 研究1リ「 に よ っ て 1}甘 発 さ れ た こ の ハ ウ ス に は ， 1（II寸風 の た

め に ， 妻 側 と 側 血 に I m 程 農 (}) ド ー ム 籾 0) 張 り 出 し が付 し' ‘ て し 、 る (}) が 特 徴 で あ る 旭 iii

て は し め て ·漁入 さ れ た も の は 間 II が 4,5 m 捏炭 と 小 巧＇1 (}） も の で あ っ た ．

5 ) こ こ で は ， 洵 仙 農 業 改 艮 普 及 所 ( 1 99 I ) に し た が っ て ， 旭 ii-i 農 協 か 瞑 尻機 の 販 化 を は し

め た 1 964 年 を 1厖房機 の 導 人年 と し た そ れ 以 伯 に ヒ ニ ー ルハ ウ ス を計 人 し た 農求 も あ っ

た と 予 想 さ れ る が ， 農 家 へ の 間 き 取 り 調 介 か ら は ， そ れ 以 前 に 禅 人 さ れ た 事 例 は 何i 認 て

き な か っ た

6) 本研究 で使）1］ す る 作物 の r品 種 の 名 称 は ， 旭 市 ／災 協 と 1籠 Iui ／災 業 改 良 餅 及 セ ン タ ー で使川 さ

れ て い る も の に 統 —�ー ー し た

7) 旭 市 の 悛 料 に よ る と ， 1 995 年時，点 に お け る 施 設 き ゅ う り の 販 売 額 は I Oa あ た り 約 400 カ

円 に 達す る が ， こ れ は 水 扁 の 28 倍 で あ っ た ま た ， 旭 市 に お け る 施 設 1甜1 絵 ／拠 各�く が 1ji布

す る 畑 地 の 面 積 は 約 50 a に す き な し ＼ ， こ の よ う な 秋 小 な 畑 を 括 川 し て ， J災 家 の 農 業 紆 ＇，:的

と 家庭 を 維持 ず る た め に は ビ ニ ー ルハ ウ ス と 1殷尻機 を 舜 入 し た 集 約 的 な 野 菜 牛 i梧 は 最

善 の 選択 で あ っ た と い え る ，

8 ) ‘11 時 ， ）也 市農 協 に は 櫻叫 ， 共 和 ， 中 央 ， 常 ［1[ 豊 畠 ， 矢 指 の パ つ の 支 所 が あ り ， 文 所 こ

と に 共選 共 1阪 を 火施 し て い た き ゅ う り の 場 合 ， 1 967 年ー に 最 初 に 共 選 共販 を は し め た の

は 共 和 支 所 て あ っ た す ぺ て 0) 止 出 荷 所 で 共 選 共 販 の 体 制 が 1釘／iiI さ れ た 0) は 1 975 什�の

こ と で あ っ た

9) つ る お ろ し 栽 培 は ， 親 づ る 1 本 イ1 、り て と も 呼 は九 る ， こ 0) ｛|． 立 て ））は ， l. 枝 （ 親 つ る ）

を 摘 芯 し な し ‘ で 1 3 ~ 1 4 枚 0) 虻 を 残 し ， 収 穫 か 進 む に し た か っ て 成 長 ，点 を 1く ろ し て い く

)j 仏 て あ る ． ）i , 摘 芯 枝 J音 と は ， i1文 を 20 節 前 後 で 摘 芯 し ， 側 枝 の 雌 花 か ら 収 榜 す
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る ｛」： 立 て ）j で あ る 雌 花 将生 数 か 多 く な る の は 後 者 で あ る が ， 側 枝 の 発 生 が 多 し ヽ 品 種 で

な けれ ば ， こ の栽J•名 ）j 法 の 適 Jl
―
1 が 難 し l， ヽ ，

1 (）) 知 「I 処則 酋' 1','i は ， 8 月 下 句 か ら 20 日 間 ピ ニ ー ル ハ ウ ス を 遮 光 し ， 短 1'1 O) I] 照 条 件 卜 で l, ＼ 

ち こ 伯 の 花 絆 分 化 を 促進す る 育 i9h )i （ム で あ る ． 短 I7 処剌 育 伯 の 収 穫 は ， 1 2 月 上旬 か ら 始

ま る

I I ) 地 ，没 園 芸集 ll噌 刑 モ デル団 地設 忙·,L eli 業 は ， 翌 年 の 1 97 2 年度 に は 店 町 に お し 、 て 実 施 さ

れ た ( T菜 肌 野 菜 園 芸 発 遥 史釦 さ ん 会 ， 1 985)

1 2) 止確に は ， 旭 ih を 含 め た 加IlI地域 （旭 l |i ， 飯 岡 IIII , 7二 汎 町 ， 八 1 1 市場巾） と し て 指 定 さ れ た

1月 か ら 1)や 地 に 指 定 さ れ る た め に は ， 該 ‘"i ,'，/, 1'1 の 仕 坪 面 積 が 25 ha 以 ［ と 広 t， ヽ こ と だ け て

な く ， そ の 5 0% 以 卜 が 該 ‘崎 市以 で あ る が 浜 池域の 市 場 に Jし 同 1記＇じ さ 札 な け れ ば な ら な ＼、 ＼

な お ， 洵 1而 地域 で は ， 1 966 年 に は 冬 作 ト マ ト が 同様 の 炸 地 指 ＇／と を 受 け て し ヽ る

1 3 ) I 地利 ）• II 図 に 小 し た 血 積 は ， Apple 社製 コ ン ピ ュ ー タ lー→ で パ プ リ ；； ク ド メ イ ン ソ フ ト の

N H !  I mage を J II l， ヽ て 』 測 し た も の て あ る し た か っ て ， 領斜 は 名 ！も さ れ て い な い ， 野 中

叫メー は ほ ぼ 平且1 な 地 形 で あ り ， 11叶友 邸 良 は お よ そ 5 ~ 8 m の 範 刷 内 に あ る 」地利 用 凶

の デ ン タ ル 化 と 面積測 定 の ）］ ／去 に 間 し て は ， 仁 平 (200 1 ) に よ っ て 解説 さ れ て い る

1 4) か つ て 千 菓 県 立 旭農 業 高 等 学 校 の 卒 業 式 の 日 に は ， 何台 も の 外 国 製 の 高 級 自 動 車 が 並 ん

だ と い う ， こ れ は ， 卒業す る 学 生 が 運転 し て き た も の で あ り ， 彼 ら に 施 設 園 芸 を継 い て

も ら う た め に ， 親が 買 い り え た も の て あ っ た ． こ の こ と は ， 1 970 · 1 980 年代 に お し 、 て 施

設 園 芸 が 1就 い 収 益l、1・ト を も た ら し た 話芯 と し て 語 ら れ て い る

1 5 ) こ こ て し 、 う 不 耕 作 地 と は ， 間 き 取 り 調 盆 の 鈷 朱 よ り ， 今 後 作 付 け す る 意： 心 の 有 無 に か か

わ ら ず ， 作 付 け を 行 っ て し ヽ な し 吐JI：地 と し た ま た ， 現地観 察 か ら は ， か つ て は 水 田 ま た

は ）1II と し て 和1 JII さ れ た 形 跡 が あ る も の の ， 現在 は 手 人 れ が な さ れ て l， ヽ な い 耕 地 と し た

し た が っ て ， 本研究 て し ヽ う イ濯1 1↑)股 地 に ば 農 林 業 セ ン サ ス で し ヽ う 小 耕竹農 地 と 耕作放

菓地 か 含 ま れ る こ と に な る な お ， 施 ，没 園 芸 へ の 労 働 力 の 集 中 に 伴 っ て 不 耕 作牒 地 が 形

成 さ れ て い く 過程 に つ い て は ， 森本 ( 1 99 | ） か 茨城 県 波 綺 Ill ) の 事 例 に よ り 解 明 し て い る ·

1 6) 切 花 を 栽培 す る 農琢 を 中 心 に 糾織 さ れ て し 、 る 任 意組合 「 共 栄 花 き 研 究 会 J の こ と で あ る

こ の 組 合 の 枯 成 艮 は 胆 巾 内 に 28 人 ， 周 辺 市 町 に 20 人 い る こ の組合 に 加 入 し て し 、 る 牒

家 は す べ て ， 青 色 申 告 を 利 J-「j し ， 独 立採節 の経営 を 行 っ て い る 野 l.-I-！ 地 区 で は ， I農 象番

り 2 と 5 が こ の 組合 に 加 入 し て い る

1 7) 現 在 の名 称 は 香 取鉢花組合 と い い ， ‘ン ク ラ メ ン 栽 培 股 家 を 中 心 と す る 1 5 人 の 施 設 園 芸

農家 に よ っ て 構成 さ れ る こ れ ら の 股 家 は す べ て 香 取 地 区 内 に 点在 す る こ の 組合 が 結

成 さ れ た の は 1 97 0 年 頃 て あ っ た

1 8) 摘 芯 栽 培 十 放任枝 は ， 厳寒期 に お け る 草 剪維 持 の た め に ， 放任枝 （ 力 枝） を 確 保 す る tt:

立 て ）］ で あ る 1吼’ 金促 成 よ り も 苗勢 が 蕗 ち る シ ャ ー プ l に 適 し た 仕 立 て 方 で あ っ た

1 9) プ ル ー ム レ ス 台 木 と は ， き ゅ う り 栽 培 に使 用 さ れ る カ ポ チ ャ 系 の 台 木 の こ と て あ る こ
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の 台 本 に シ ャ ー フ l を 接 く こ と に l： っ て ， 泉 ’上 ふ< Iい に プ ル ー ム ( I ,I 扮） の 発 1 を 少 な く

さ せ る こ と か て き る

20) ,{:j 冷 地 育 伯 ば ， 打： 闘 約 I , 1 00 111 の II 光 巾 の 戦 場 ヶ ）見 に 1 1 1 I ． げ し て ， 低 温 の 気 温 条 VI I‘ -c 

し＇ 、 ら こ 伯 0) 花 叶 分 化 を 促 進 す る 合 伯 ））広 て あ る 1 甘 I I f牧培 と も 呼 はれ る ． 収 穫 は 知 LI

佼 処且1! 1¥ 1'1] よ り も 約 1 週 1― { ｝］ り lい I I 月 中 れ） か ら 1ヽ令） に は し よ る

2 1 ) ィ如 冷 脊 出 は ， 低 ti乱 の 条 i'「 下 お よ び N 叫1ji （ 卒 索 中 断） に よ っ て l， ヽ ち こ の 伯 の 花 虹 分 化 を

促 進 す る 合 h'i )） ｀仏 で あ る 1如令 期 間 は 8 J I  1i― l 旬 か ら 20 ii I甘l て あ る 伎 （令 介 伯 で は ， 1','1

を 仮 冷1車 に 人 れ て 位 1:： I (}』1文 を 約 1 6℃ に 保 つ こ と に よ っ て ， 花 且 分 化 を 促 進 す る 1友 （令 育

I『i O) 収徳IIり 期 は ， 山 1け牧培 よ り も やや早 し 、 I I 月 1 令］ か ら 中 旬 に 始 ま る

22) 施 設 園 芸 の 労働 li.\ 1ii] に つ い て ， ヒ ニ ー ル ハ ウ ス 1}、］ に 設 附 さ れ た カ ー テ ン の 白 動 間 Ill 装 罰

や 無 人 防 除 装 附 の 嗚 人 な ど ， J]］ 作 業 の 白 勁 化 の 技 術 1甜 発 が 進 ん で l， ヽ る た め ， i_iWI I -（l l 積

あ た り の 労 働11!1 間 は 什 々 少 な く な っ て い る ． 柑J• II[ I]赳 業 改 良 酋 及 セ ン タ ー に よ る と ， 旭 巾

に お け る き ゅ う り 牧 J.t'； 1 0 a あ た り の 労 働 II『 「間 は ， 1 984 年度 に 1 ,7 72 1 1か 間 で あ っ た の が ，

1 993 什良 に は 1 , 1 48 時 間 に ま で 減少 し た

23 ) こ の 集 出 愉場 の 建 設 に 使 ！ー 11 さ れ た 補 助 令 0) 巾業 名 は ， 平成 5 外度 先 進 的 ／災 業 バJ)『総合将

進 対 策 巾 業 ・ 平成 5 年 炭 股 業 股村訊竹化農 業 村Ii 造 改 i杯 ’lf 業 て あ る ． ま た ， 集 廿 ｝ 伯場の 正

式 な ｝jig成 名 は ， 旭 市 農 業 協 Ii蒻］ 組 合 野 菜 集 出 荷 II↑蔵施 設 rJA 旭 巾 フ レ ；； ゾ ュ ク リ ー ン 」 て

あ る
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